
今月の主な内容 今月の表紙
５月11日（日）、平成26年度和歌山県ゲート

ゴルフ協会春季大会が農村総合センター（ゲー
トゴルフ場）で開かれ、五月晴れのもと72人の
方々が熱戦を繰り広げました。
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来
る
７
月
27
日
（
日
）、
田
辺

市
に
お
い
て
開
催
さ
れ
る
和
歌
山

県
主
催
の
第
25
回
和
歌
山
県
消
防

ポ
ン
プ
操
法
大
会
に
、
海
草
郡
を

代
表
し
て
紀
美
野
町
消
防
団
第
２

分
団
（
動
木
地
区
）
が
小
型
ポ
ン

プ
操
法
の
部
に
出
場
し
ま
す
。
こ

の
大
会
は
、
消
防
団
員
の
士
気
の

高
揚
と
消
防
技
術
の
向
上
を
図
る

こ
と
に
よ
り
消
防
力
の
充
実
強
化

を
期
し
、
併
せ
て
消
防
団
員
相
互

の
親
睦
、
交
流
を
深
め
る
こ
と
を

目
的
に
２
年
に
１
度
開
か
れ
て
い

ま
す
。

５
月
９
日
、
午
後
７
時
30
分
か

ら
ス
ポ
ー
ツ
公
園
（
多
目
的
運
動

広
場
）
で
第
２
分
団
員
を
は
じ

め
、
地
元
区
長
さ
ん
、
消
防
署
員

ら
関
係
者
が
出
席
し
て
訓
練
開
始

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
寺
本
町
長

と
佐
本
消
防
団
長
か
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
激
励
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
、
最

後
に
芝
崎
分
団
長
よ
り
選
手
が
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。

選
手
は
、
神
谷　

勉

氏
、
北
畑
喜
寛
氏
、
小
中

秀
斗
氏
、
丈
六
孝
也
氏
、

丈
六
英
和
氏
、
藤
々
木
雅

哉
氏
の
６
名
で
す
。

こ
れ
か
ら
大
会
に
向

け
、
毎
週
２
回
（
火
曜

日
、
金
曜
日
）、
午
後
７

時
30
分
か
ら
９
時
30
分
ま

で
同
公
園
で
訓
練
に
励
ま

れ
ま
す
。

和
歌
山
県
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会
に
向
け

訓
練
を
開
始
!!

紀
美
野
町
消
防
団
第
２
分
団
（
動
木
地
区
）

　

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

春
の
褒
章　

　

黄
綬
褒
章 

受 

章

民
生
委
員
・
児
童
委
員

が
変
更
に
な
り
ま
し
た

厚
生
労
働
大
臣
特
別
表
彰

受
賞

平
成
26
年
春
の
褒
章
に
お
い

て
、
吉
田
順
亮
氏
（
松
瀬
）
が
黄

綬
褒
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

晴
れ
の
栄
誉
を
受
け
ら
れ
た
吉

民
生
委
員
児
童
委
員
と
し
て
長

年
に
わ
た
り
活
動
さ
れ
、
昨
年
12

田
氏
は
、
昭
和
28
年
３
月
高
校
卒

業
後
、
家
業
の
建
設
業
に
従
事

し
、
昭
和
39
年
に
吉
田
組
代
表
者

と
な
り
、
昭
和
51
年
に
株
式
会
社

に
改
組
し
、
代
表
取
締
役
に
就

任
。
現
在
ま
で
半
世
紀
以
上
に
わ

た
り
、
地
元
建
設
業
者
と
し
て
道

路
改
良
工
事
等
に
携
わ
り
、
技
術

力
が
必
要
と
さ
れ
る
橋
梁
工
事
な

ど
数
々
の
工
事
を
施
工
さ
れ
ま
し

た
。ま

た
、
和
歌
山
県
建
設
業
協
会

理
事
や
海
南
地
方
建
設
業
協
会
会

長
を
長
き
に
わ
た
り
務
め
ら
れ
る

な
ど
、
建
設
業
界
の
発
展
に
も
尽

力
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
度
の
受
章
心
よ
り
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

月
の
一
斉
改
選
に
よ
り
退
任
さ
れ

た
前
𡶡
完
侑
氏
（
松
ケ
峯
）
が
厚

生
労
働
大
臣
特
別
表
彰
を
受
賞
さ

れ
、
こ
の
た
び
海
南
保
健
所
に
お

い
て
幸
前
海
草
振
興
局
長
か
ら
表

彰
状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

前
𡶡
氏
は
平
成
10
年
12
月
か
ら

15
年
の
長
き
に
わ
た
り
、
地
域
福

祉
の
担
い
手
と
し
て
社
会
福
祉
の

向
上
に
尽
力
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
多
大
な
功
績
が
認
め
ら
れ
、

こ
の
た
び
の
受
賞
と
な
り
ま
し

た
。
多
年
に
わ
た
る
ご
貢
献
に
感

謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
心
よ

り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
12
月
の
民
生
委
員
・
児
童

委
員
一
斉
改
選
後
、
左
記
地
区
に

お
い
て
委
員
に
変
更
が
あ
り
ま
し

た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
平
成
26
年
４
月
１
日
付

厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱

敬
称
略
】

坂
本
地
区　

松
尾
好
純

（
℡ 

４
８
９
‐
２
６
９
３
）

神
野
市
場
３
・
４
地
区

柳
生
啓
子

（
℡ 

４
９
５
‐
２
６
７
２
）

【
平
成
26
年
３
月
31
日
付

　

退
任　

敬
称
略
】

坂
本
地
区　

北
谷
茂
昭

神
野
市
場
３
・
４
地
区

柳
本
文
子

町
長
よ
り
感
謝
状
が
贈
ら
れ
、

ま
た
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
の
感
謝

状
も
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

長
年
に
わ
た
り
、
地
域
福
祉
の

担
い
手
と
し
て
社
会
福
祉
の
向
上

に
ご
尽
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

前𡶡完侑 氏（松ヶ峯） 吉田順亮 氏（松瀬）
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第
13
分
団
長
（
国　

吉
）

新
野　

啓
司　

第
14
分
団
長
（
長
谷
・
毛
原
）

木
元　

伸
彦　

第
15
分
団
長
（
真　

国
）	

神
谷　

幹
夫　

第
16
分
団
長

　
（
円
明
寺
・
四
郷
・
勝
谷
）

井
中
家　

康
文　

（
柴
目
）
山
本
洋
子

（
長
谷
）
吉
田
た
か
子

（
吉
野
）
小
田
明
子

（
福
井
・
坂
本
）
西
谷
眞
里

（
奥
佐
々
・
中
田
・
梅
本
）

　

西
浦
幸
千
代

（
西
野
・
東
野
）
溝
上
久
美

（
松
瀬
・
釜
滝
・
国
木
原
）

　

前
村
久
美

（
永
谷
・
福
田
）
恩
地
弘
子

（
神
野
市
場
・
樋
下
）

　

道
浦
英
美

（
箕
六
・
野
中
・
安
井
・
南
畑
）

　

峠
し
げ
み

（
上
ケ
井
・
三
尾
川
・
大
角
・
津

川
）
梶
谷
智
恵
美

（
鎌
滝
・
明
添
・
赤
木
・
高
畑
・

桂
瀬
）
中
部
屋
清
子

（
今
西
・
松
ケ
峯
・
菅
沢
）

　

横
出
稔
子

（
谷
・
田
・
中
・
滝
ノ
川
）

　

古
梅
幸
子

（
毛
原
下
・
小
西
・
毛
原
中
・
毛

原
宮
）
向
井
中
貴
美

（
毛
原
上
・
長
谷
宮
）

　

炭
家
く
に
子

（
井
堰
・
蓑
垣
内
・
真
国
宮
・
蓑

津
呂
）
森
谷
範
美

（
花
野
原
・
初
生
谷
・
北
野
・
円

明
寺
・
勝
谷
・
四
郷
）

　

藤
井
牧
子

（
敬
称
略
）

紀
美
野
町
消
防
団

団　

長　
　
　

佐
本　

重
秋

副
団
長　
　
　

桐
浴　

靖
宜

副
団
長　
　
　

澤　
　

秀
具

副
団
長　
　
　

横
山　

健
司

各
地
区
の
分
団
長

第
１
分
団
長
（
下
佐
々
）

池
端   　

豊　

第
２
分
団
長
（
動　

木
）

芝
崎　

泰
章　

第
３
分
団
長
（
小　

畑
）

黒
土　

泰
寛　

第
４
分
団
長
（
柴　

目
）

橋
本　

真
次　

第
５
分
団
長
（
長　

谷
）

津
村　
　

治　

第
６
分
団
長
（
平
吉
見
）

桑
添　

俊
彰　

第
７
分
団
長
（
吉　

野
）

柳
瀬　

和
也　

第
８
分
団
長
（
福　

井
）

松
原　

耕
二　

第
９
分
団
長
（
小　

川
）

家
郷　

泰
行　

第
10
分
団
長
（
志
賀
野
）

前
谷　

典
利　

第
11
分
団
長
（
下
神
野
）

大
野　

太
示　

第
12
分
団
長
（
上
神
野
）

平
岡　

幹
祥　

母
子
保
健
推
進
員
さ
ん
は
、
町

長
か
ら
平
成
28
年
３
月
末
ま
で
の

委
嘱
を
受
け
た
子
育
て
の
先
輩
で

す
。お

母
さ
ん
と
子
ど
も
の
健
康
や

福
祉
の
充
実
を
め
ざ
し
、
行
政
と

の
パ
イ
プ
役
と
し
て
赤
ち
ゃ
ん
の

訪
問
や
乳
幼
児
健
診
の
介
助
・
遊

び
の
教
室
の
お
手
伝
い
な
ど
で
活

躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
担
当
地
区
ご

と
に
ご
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

（
下
佐
々
・
海
南
鋼
管
）

　

若
林
美
惠
・
山
本
千
登
美

　

中
谷
幸
子

（
平
・
吉
見
）
桑
添
育
子

（
動
木
・
樫
河
池
）
増
田
和
子

　

大
竹
富
佐
子
・
西
野
邦
子

（
緑
ヶ
丘
）
東
博
子

（
希
望
ヶ
丘
）
杉
本
美
惠
子

（
小
畑
）
森
田
里
美
・
橋
本
あ
や

み
・
森
博
子

平成２５年度紀美野町ふるさとまちづくり応援寄附金活用事業報告
教育及び保育環境の整備に役立てて欲しいという寄附者の要望を反映し、「紀美野町瀬藤敏宏・千津子

学校及び保育所環境整備促進基金」より1,950,000円を「野上第一保育所、野上第二保育所及び神野保育所
における遊具等新設費並びに毛原保育所における絵本等購入費」に充当させていただきました。
今後とも、当町の発展のために、引続き多くの皆様からのご支援ご協力の程よろしくお願い申し上げ

ます。

平成２５年度紀美野町ふるさとまちづくり応援寄附金運用状況
（平成２６年３月末現在）

分　　　　　野

紀美野町ふるさとまちづくり
応援基金

紀美野町瀬藤敏宏・千津子学校
及び保育所環境整備促進基金

平成25年度寄附額
（円）

平成25年度基金
運用額（円）

平成25年度寄附額
（円）

平成25年度基金
運用額（円）

みんなでつくるまちづくりに関する事業 0 0 0 0

住みやすいまちづくりに関する事業 5,000 0 0 0

安全・安心なまちづくりに関する事業 5,000 0 0 0

福祉の充実したまちづくりに関する事業 0 0 0 0

豊かな教育をめざすまちづくりに関する事業 0 0 11,000,000 1,950,000

活気のあるまちづくりに関する事業 500,000 0 0 0

特に指定しない事業 100,000 0 0 0

合計 610,000 0 11,000,000 1,950,000

【問い合わせ】企画管財課　℡ 489-5913 【紀美野町立野上第一保育所遊具】

平
成
26
年
度

紀
美
野
町
消
防
団
の

紹
介

わ
が
町
の

母
子
保
健
推
進
員
さ
ん
！
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け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

※
対
象
の
方
に
は
、
６
月
初
旬
に

「
現
況
届
」
を
お
送
り
し
ま
す

の
で
、
必
ず
平
成
26
年
６
月
30

日
ま
で
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

提
出
さ
れ
な
い
場
合
は
、
６
月

分
以
降
の
手
当
が
受
給
で
き
ま

せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ　

保
健
福
祉
課

　

℡ 

４
８
９
‐
９
９
６
０

☆
海
南
市
、
紀
美
野
町
の
幼
小

中
学
生
の
図
画
・
ポ
ス
タ
ー

４
７
０
点
、
標
語
81
点
が
展
示

さ
れ
ま
す
。

★
海
南
市
、
紀
美
野
町
で
受
診
さ

れ
る
場
合
は
無
料
と
な
り
ま

す
。

★
海
南
市
、
紀
美
野
町
以
外
で
受

診
さ
れ
る
場
合
は
、
医
療
機
関

の
窓
口
で
立
替
払
い
を
し
て
い

た
だ
き
、
紀
美
野
町
役
場
保
健

福
祉
課
で
払
い
戻
し
の
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。（
郵
送
で

も
可
）

＊
払
い
戻
し
に
必
要
な
も
の
（
海

南
市
、
紀
美
野
町
以
外
で
受
診

さ
れ
る
場
合
）

①
申
請
書　
（
振
込
み
口
座
番
号
、

押
印
が
必
要
）

②
医
療
機
関
発
行
の
領
収
書
原
本

（
健
診
を
受
け
た
方
の
氏
名
、

受
診
年
月
日
、
領
収
金
額
、
領

収
印
、
医
療
機
関
名
が
明
記
さ

れ
て
い
る
も
の
で
レ
シ
ー
ト
は

不
可
で
す
。）

●
払
い
戻
し
申
請
は
健
診
後
３
か

月
以
内
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
（
以
降
は
無
効
）

現
況
届
は
、
毎
年
６
月
１
日
の

状
況
を
把
握
し
、
６
月
分
以
降
の

児
童
手
当
等
を
引
き
続
き
受
け
る

要
件
（
児
童
の
監
督
や
保
護
、
生

計
同
一
関
係
な
ど
）
を
満
た
し
て

い
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め

の
も
の
で
す
。
提
出
が
な
い
場
合

に
は
、
６
月
分
以
降
の
手
当
が
受

■
日　

時　

６
月
７
日
（
土
）

　

10
時
～
16
時
30
分

　

６
月
８
日
（
日
）
10
時
～
15
時

■
場　

所　

海
南
市
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー　

２
階

■
テ
ー
マ　

「
歯
と
口
は　

健

康
・
元
気
の　

源
だ
」

■
内　

容　

・
幼
小
中
学
生
の
虫
歯
予
防
図

画
・
ポ
ス
タ
ー
の
展
示

・
幼
小
中
学
生
の
歯
・
口
の
健
康

啓
発
標
語
の
展
示

・
歯
・
口
の
無
料
健
診
・
健
康
相

談
・
無
料
フ
ッ
素
塗
布

・
口
腔
内
写
真
撮
影　

・
歯
周
病
の
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク

・
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導

・
歯
科
衛
生
士
会
に
よ
る
人
形
劇

７
日
（
土
）
「
オ
ー
ラ
戦
隊
ケ

ア
レ
ン
ジ
ャ
ー
」

　

８
日
（
日
）
「
ア
ン
パ
ン
マ

ン
」

・
大
人
気
「
き
い
ち
ゃ
ん
」
来
場

（
７
日
・
土
曜
日
）

・
無
料
健
診
・
フ
ッ
素
塗
布
さ
れ

た
方
に
風
船
・
歯
ブ
ラ
シ
な
ど

配
布

・
歯
科
関
係
の
図
書
、
グ
ッ
ズ
の

紹
介

後
期
高
齢
者
健
康
診
査
（
和
歌

山
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

か
ら
今
年
５
月
に
受
診
券
発
行
）

を
受
診
さ
れ
た
方
に
対
し
、
当
町

で
は
自
己
負
担
費
（
６
０
０
円
）

を
助
成
致
し
ま
す
。

平
成
26
年
度

「
歯
・
口
の
健
康
に
関
す
る
図
画
・
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
な
ら
び
に
歯
・
口
の
健
康
啓
発

標
語
コ
ン
ク
ー
ル
展
」

後
期
高
齢
者
健
康
診
査

自
己
負
担
費
（
６
０
０
円
）

助
成
の
お
知
ら
せ

（
健
康
診
査
を
受
診
さ
れ
た
方
へ
）

６
月
分
以
降
の
児
童
手
当
等

を
受
け
る
に
は 

現
況
届
が

必
要
で
す
！

全
ぜ ん こ く い っ せ い

国一斉「子
こ

どもの人
じ ん け ん ひ ゃ く と う ば ん

権１１０番」
強
き ょ う か し ゅ う か ん

化週間を実
じ っ

施
し

します！

と　　き　　６月
が つ

23 日
に ち

（月
げ つ

）～ 29 日
に ち

（日
に ち

）　

　　　　　　８時
じ

30 分
ふ ん

～ 19 時
じ

　　　　　　（土
ど

・日
に ち

曜
よ う

日
び

においては、10 時
じ

～ 17 時
じ

）

電
で ん

話
わ

番
ば ん ご う

号　０１２０－００７－１１０　（全
ぜんこくきょうつう

国共通・無
む り ょ う

料 )

■相
そ う だ ん

談は無
む り ょ う

料で、秘
ひ

密
み つ

は守
ま も

られます。いじめや家
か

庭
て い

内
な い

にお

ける虐
ぎゃくたい

待など、子
こ

どもをめぐるいろいろな心
し ん ぱ い ご と

配事につい

て、法
ほうむきょくしょくいん

務局職員や人
じ ん け ん

権擁
よ う

護
ご

委
い

員
い ん

が電
で ん

話
わ

相
そ う だ ん

談に応
お う

じますの

で、お気
き

軽
が る

にご相
そ う だ ん

談ください。

■問
と

い合
あ

わせ　☎　（０７３）４２２－５１６４

　　　　　　　　（和
わ

歌
か

山
や ま

地
ち

方
ほ う

法
ほ う

務
む

局
きょく

人
じ ん け ん

権擁
よ う

護
ご

課
か

内
な い

　　　　　　　　　　和
わ

歌
か

山
や ま

県
け ん

人
じ ん け ん

権擁
よ う

護
ご

委
い

員
い ん

連
れ ん ご う か い

合会）
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■
日 

時　

７
月
６
日（
日
）

　

11
時
〜　

※
雨
天
決
行

■
場 

所　

旧
志
賀
野
小
学
校　

紀
美
野
町
西
野
11
‐
１

　

※
駐
車
場
あ
り

■
七
夕
飾
り
作
り
、
竹
水
鉄
砲
作

り
、
ス
タ
ー
ド
ー
ム
、
子
ど
も

プ
ー
ル
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、

出
店
な
ど
。

詳
し
く
は「
志
賀
野
ブ
ロ
グ
」を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
主　

催　

未
来de

志
賀
野

■
後　

援　

紀
美
野
町

■
問
い
合
わ
せ

　

未
来de

志
賀
野　

赤
阪
惠
子

　
０
９
０
‐
１
０
２
８
‐
３
５
９
０

　

紀
州
マ
ル
イ
チ
農
園

　

０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
６
０
１

４
月
12
日
、
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
大

阪
で
田
舎
暮
ら
し
を
考
え
て
い
る

人
を
対
象
に
し
た「
わ
か
や
ま
田

舎
暮
ら
し
セ
ミ
ナ
ー
」が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
奈
良
県
か
ら
動
木
地

区
に
移
住
し
て
来
ら
れ
た
中
川
さ

ん
ご
夫
妻
に
先
輩
移
住
者
と
し
て

参
加
し
て
い
た
だ
き
、
移
住
の
き

っ
か
け
や
田
舎
で
の
生
活
に
つ
い

て
、
田
舎
暮
ら
し
を
考
え
て
い
る

方
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を
お
話

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
二
人

の
息
の
合
っ
た
掛
け
合
い
に
、
会

場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
普
段

と
は
一
味
違
う
セ
ミ
ナ
ー
と
な
り

ま
し
た
。

後
日
、
中
川
さ
ん
ご
夫
妻
の
人

柄
に
惹
か
れ
、
紀
美
野
町
へ
定
住

相
談
に
来
ら
れ
た
方
が
い
ま
す
。

５
月
１
日
、
ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ
部

春
季
大
会（
参
加
55
名
）が
農
村
総

合
セ
ン
タ
ー
ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ
場

で
、
ま
た
、
５
月
14
日
に
は
第
17

回
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会（
参
加
95

名
）が
ふ
れ
あ
い
公
園
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
場
で
そ
れ
ぞ
れ
開
か
れ
ま
し

た
。会

員
の
皆
さ
ん

は
、
プ
レ
ー
を
楽
し

み
な
が
ら
会
員
相

互
の
親
睦
を
図
っ

て
い
ま
し
た
。

結
果
は
下
記
の

と
お
り
で
す
。（
敬

称
略
）

■
ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ

春
季
大
会（
数
字

は
打
数
）同
打
数

は
隠
し
ホ
ー
ル

に
よ
る
。

【男性】
　優　勝　東　　宏　（鎌　滝）52　
　準優勝　萩　　圭弘（安　井）56
　３　位　中岡　豪千（毛原上）57
　４　位　土橋　勇　（動　木）58
　５　位　高垣　正幸（下佐々）59

【女性】
　優　勝　妹背トミコ（神野市場）49
　準優勝　西川　ユミ（動　木）51
　３　位　中　　時子（永　谷）52
　４　位　弓庭　美鶴（毛原宮）52
　５　位　中南ヨネコ（野　中）52

町
老
連
主
催
の

　
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　
　
　
　
開
か
れ
る
!!

志
賀
野
七
夕
フ
ェ
ス
タ

き
み
の
定
住
を

支
援
す
る
会
だ
よ
り

国保野上厚生総合病院だより　　  （医師紹介⑰）

和歌山県立医科大学
　　　　眼科学教室　助教
　眼科　非常勤医師　
　　　　　　石

いしかわ

川　伸
のぶゆき

之

眼科は、火曜日の午後と木～土曜日の午前に和歌山
医大から出張医師により、外来診療を行っています。
また、月２回程度金曜日の午後に白内障手術を行っ
ています。
外来では、白内障、緑内障、糖尿病網膜症など眼科
疾患の診断、治療を行っています。
専門外来での精査、手術が必要な方は和歌山医大へ
紹介させて頂き、加療後に当院にて定期的に診療をし
ております。
眼の事で気になる事がございましたら、お気軽に診
察におこし下さい。

上位入賞者の皆さん

昨年の七夕フェスタより

中川さんご夫婦（ご自宅にて）
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平成26年度衛生カレンダーをご覧ください。

子育て支援センターからのお知らせ
■保育所開放のご案内〈申込みは、各保育所まで〉

○野上第１保育所：６月　９日（月）・２３日（月）　℡４８９－２１４４
○野上第２保育所：６月　３日（火）・１７日（火）　℡４８９－４９５３
○神野保育所　　：６月　４日（水）・１８日（水）　℡４９５－２０４９
○毛原保育所　　：６月１1 日（水）・２５日（水）　℡４９９－０１３１

■遊びの教室のご案内〈申込みは、支援センター ℡ 489 － 2144 まで〉
　※留守の場合は、野上第 1 保育所

○コアラ　　　　６月１１日（水）9 時 30 分〜 11 時 30 分　総合福祉センター（七夕飾りをつくろう）
○カンガルー　　６月２４日（火）9 時 30 分〜 11 時　　　　子育て支援センター
　なお、いずれの行事も今年度に入り初めて参加される方は、申込みよろしくお願いします。

■子育て支援センター・自然体験世代交流センター開放、育児相談のお知らせ
親子、友達との遊び場として、ご活用ください。（対象）紀美野町在住の子どもと保護者

【子育て支援センター】 動木 156（℡ 489 － 2144）
　　　　　　　　　　 月曜日〜金曜日（土・日・祝は休み）（10 時～ 12 時・13 時～ 16 時）
　　　　　　　　　　 6 月　９日（月）・23 日（月）は『野いちごの会』による絵本の読み聞かせ
　　　　　　　　　　 6 月 23 日（月）は栄養士による栄養相談

【自然体験世代交流センター】鎌滝 636（℡ 495 － 3127）
　　　　　　　　　　 6 月 12 日・26 日（第 2・4 木曜日）（9 時 30 分～ 11 時 30 分）
　　　　　　　　　　 6 月 12 日（木）は栄養士による栄養相談

【育児相談】センター開放日と同じ日・時で行います。
　　　　　　（対象）紀美野町在住の子どもと保護者　※子育てに関する悩み事等、個別に面談・電話・訪問相談を行います。

海　南　保　健　所　だ　よ　り
事業名 対　象　・　内容等 日　　時

健 康 相 談 健康診断書の作成等を行います。（予約制）

6 月　9 日（月）　　　9 時 30 分〜 10 時 30 分
6 月 23 日（月）　　　　　　　（受付）

エ イ ズ 検 査
肝炎ウイルス検査

検査の結果は、次回のクリニック時に本人にお知らせ
します。（予約制）

検 便 容器が必要な方は、事前にお渡しします。

こ こ ろ の
健 康 相 談

こころの健康に不安をもつ方やその家族で相談を希望
される方には、精神科医師が相談に応じます。

（一週間前までに要予約）	
※他の日は精神保健福祉相談員が相談に応じます。

6 月 11 日（水）　　　9 時〜
6 月 25 日（水）　　13 時 30 分〜

骨 髄 バ ン ク
登 録 検 査

骨髄提供者（ドナー）の登録をするための血液検査と
登録手続きを行います。（予約制）

6 月　9 日（月）　　10 時 30 分〜 11 時 30 分6 月２3 日（月）
医 療 安 全 相 談 医療に関する各種相談に応じます。 月曜日〜金曜日（祝・祭日除く）　　

エイズ即日検査 検査結果は約１時間後（確認検査が必要と判断された
場合は約２週間後）にお知らせします。（予約制） ６月 23 日（月）　１７時～１９時

問い合わせ、申し込みは、海南保健所まで		  海南市大野中９３９　（℡  ４８２－０６００）

●虐待予防に関する相談窓口　地域包括支援センター（保健福祉課）
〔連絡先〕  平日（8時30分～17時15分）　℡４８９－９９６０（直通）
　　　　　休日・夜間（17時15分以降）℡４８９－２４３０
〔場　所〕　紀美野町下佐々 1408-4　紀美野町総合福祉センター内
〔メール〕　houkatu@town.kimino.lg.jp

健康相談のお知らせ　（6月の日程）
■場所：総合福祉センター
■とき：毎週水曜日　４日、11日、18日、25日
■時間：９時～ 11時　■対象者：住民すべての方
■内容：健康に関することすべて
　　　　・乳幼児の相談　・離乳食の相談・健診結果の相談　等
各種健診結果を説明します。自分の健康状態を知り、今後の
よりよい生活につなげましょう。
生活改善に関心のある方は、保健師、栄養士が相談に応じま
すので、お気軽にお問い合わせください。
★母子健康手帳・健康手帳・健康管理ファイルをお持ちの方は、必ず持ってきてください。
★ご希望により血圧測定・検尿・体脂肪測定・骨密度測定もおこないます。
問い合わせ：保健福祉課（℡４８９－９９６０）

地域サロンに参加しませんか？
地域サロンとは、
仲間づくりや生きが
い活動をすすめる、
地域の皆さんの交流
の場です。
現在、町内に 47
か所のサロンがあり
ます。皆さんと一緒に季節の行事や食事会、健康
体操、おしゃべり等を楽しみませんか？
サロンは、老若男女問わず地域の皆さんが自発
的・自主的に運営しており、活動場所や内容、活
動日時等もサロンにより様々です。
詳しくは、役場保健福祉課までお問い合わせく
ださい。（℡４８９‐９９６０）

保健センターだより
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障がい者巡回相談のお知らせ

健康づくりコーナー 【問い合わせ・申し込み先】
保健福祉課（総合福祉センター）　℡ 489-9960

介
護
予
防
実
践
レ
ポ
ー
ト

No.2

い
つ
ま
で
も
イ
キ
イ
キ
と
！

誰
し
も
が
願
い
、
自
分
な
り
に
い
ろ
い
ろ
と
挑

戦
し
て
い
ま
す
。

今
回
は「
わ
か
ば
転
ば
ん
塾
」の
取
り
組
み
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

わ
か
ば
転
ば
ん
塾
は
、
町
で
実
施
し
た
高
齢
者

向
け
の
運
動
教
室（
転
ば
ん
塾
）の
卒
業
生
の
自
主

グ
ル
ー
プ
と
し
て
、
平
成
16
年
よ
り
発
足
し
ま
し

た
。
そ
の
後
も
教
室
の
卒
業
生
や
口
コ
ミ
で
広
ま

り
、
現
在
70
歳
以
上
の
約
20
名
の
方
が
参
加
さ
れ

て
い
ま
す
。

運
動
は
ス
ト
レ
ッ
チ
や
筋
ト
レ
、
踏
み
台
昇
降

で
、
前
に
映
し
出
さ
れ
た
ス
ラ
イ
ド
を
見
な
が
ら

行
っ
て
い
ま
す
。
運
動
は
良
い
と
わ
か
っ
て
い
て

も
一
人
で
続
け
る
の
は
難
し
い
も
の
で
す
。
参
加

さ
れ
て
い
る
方
は
、「
み
ん
な
仲
が
良
く
、
こ
こ
へ

く
る
と
笑
顔
に
な
る
。
元
気
を
も
ら
え
る
の
で
続

け
ら
れ
る
。
家
の
中
に
閉
じ
こ
も
っ
て
い
て
は
い

け
な
い
よ
。」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

わ
か
ば
転
ば
ん
塾
を
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
方
に

知
っ
て
も
ら
い
、
元
気
の
輪
を
広
げ
て
い
き
た
い

と
の
こ
と
で
す
。
ぜ
ひ
遊

び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

■
と
き　

毎
週
木
曜
日　

　
　
　

９
時
～
11
時

■
場
所　

総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
３
階　

　

※
詳
し
く
は
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

　

℡ 

４
８
９
‐
９
９
６
０

（
保
健
福
祉
課
）

対　象　者 月　　　日 場所・時間 予　　約　　先

精神障がいの方・
家族の方

6 月   3 日（火）

総合福祉センター
　9 時 30 分～ 12 時

美里支所
　13 時 30 分～ 16 時

●野上厚生病院内相談支援事業所
●和歌山県福祉事業団海草圏域　
　障害児者相談支援事業所「らん」

℡４８９－２９０８

℡４９４－３５３９

身体障がいや
知的障がいの方・
家族の方

6 月 18 日（水）

総合福祉センター
　9 時 30 分～ 12 時

美里支所
　13 時 30 分～ 16 時

●療育センターＡ
あ

Ｏ
お

Ｉ
い

●和歌山県福祉事業団海草圏域
　障害児者相談支援事業所「らん」

℡４８３－０４５４

℡４９４－３５３９
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○
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

と
は

消
費
税
引
き
上
げ
に
際
し
、
子

育
て
世
帯
へ
の
影
響
を
緩
和
す
る

と
と
も
に
、
子
育
て
世
帯
の
消
費

の
下
支
え
を
図
る
観
点
か
ら
、
臨

時
的
な
給
付
措
置
と
し
て
実
施
す

る
も
の
で
す
。

○
支
給
対
象
者

次
の
要
件
を
二
つ
と
も
満
た
す

方
で
す
。

１
．
平
成
26
年
１
月
１
日
に
お
け

る
平
成
26
年
１
月
分
の
児
童
手

当
・
特
例
給
付
の
受
給
者

２
．
１
に
該
当
す
る
方
の
う
ち
、

平
成
25
年
の
所
得
が
児
童
手
当

の
所
得
制
限
額
に
満
た
な
い
方

※
上
記
１
、２
に
該
当
す
る
方
で

も
給
付
金
の
対
象
と
な
ら
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
対
象
児
童

支
給
対
象
者
の
平
成
26
年
１
月

分
の
児
童
手
当
・
特
例
給
付
の
対

象
と
な
る
児
童
。
た
だ
し
、
臨
時

福
祉
給
付
金
及
び
生
活
保
護
の
被

保
護
者
等
は
対
象
外
で
す
。

○
給
付
額

対
象
児
童
１
人
に
つ
き　

１
万

円　
〈
１
回
限
り
の
支
給
〉

紀
美
野
町
で
は
、
平
成
27
年
度

か
ら
３
年
間
の
介
護
保
険
事
業
の

基
と
な
る「
介
護
保
険
事
業
計
画
」

を
見
直
す
た
め
の
策
定
委
員
会
を

設
置
し
ま
す
。

ま
た
「
障
害
福
祉
計
画
」
及
び

「
き
み
の
い
き
い
き
行
動
計
画
」

の
見
直
し
も
併
せ
て
行
い
ま
す
。

委
員
会
は
、
全
５
回
の
開
催
予

定
で
、
主
に
学
識
経
験
者
、
保

健
・
福
祉
・
医
療
関
係
者
等
か
ら

構
成
さ
れ
る
予
定
で
す
が
、
町
民

の
方
々
か
ら
も
広
く
ご
意
見
を
お

聞
き
し
た
い
と
考
え
、
次
の
要
領

６
月
は
『
不
法
就
労
・
不
法
滞

在
防
止
の
た
め
の
活
動
強
化
月

間
』
で
す
。

～
和
歌
山
か
ら
不
法
滞
在
者
を

な
く
そ
う
～

法
務
省
で
は
、
平
成
26
年
１
月

１
日
現
在
に
お
け
る
全
国
の
不
法

残
留
者
数
を
５
９
，
０
６
１
人
と

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
不
法
入
国

者
等
を
含
め
た
不
法
滞
在
者
は
、

県
内
に
も
相
当
数
い
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

不
法
滞
在
す
る
外
国
人
の
中
に

は
、
他
の
犯
罪
に
手
を
染
め
る
者

も
い
る
こ
と
か
ら
、
警
察
で
は
、

関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
不

法
滞
在
者
の
摘
発
の
他
、
不
法
滞

○
申
請
期
間

平
成
26
年
６
月
１
日
か
ら
平
成

26
年
９
月
１
日

○
申
請
窓
口

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
保
健
福

祉
課
）、
美
里
支
所
住
民
室

そ
の
他
、詳
し
い
内
容
は
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
児
童
手
当
受
給
者
の
方
に
は
、

別
途
児
童
手
当
現
況
届
提
出
に

つ
い
て
の
お
知
ら
せ
と
と
も
に

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

の
申
請
書
を
送
付
い
た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

保
健
福
祉
課　

℡ 

４
８
９
‐
９
９
６
０

で
事
業
計
画
策
定
委
員
の
募
集
を

行
い
ま
す
。

■
応
募
資
格　

町
内
在
住
の
40
歳

以
上
の
方
で
保
健
・
福
祉
・
医

療
に
関
心
の
あ
る
方 

■
募
集
人
数　

２
名
（
応
募
者
多

数
の
場
合
は
、
介
護
問
題
に
関

す
る
作
文
を
提
出
し
て
い
た
だ

く
場
合
が
あ
り
ま
す
）

■
応
募
方
法　

電
話
で
、
平
成
26

年
６
月
13
日
（
金
）
ま
で
に
、

保
健
福
祉
課
ま
で
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

＊
詳
し
く
は　

紀
美
野
町
下

佐
々
１
４
０
８
‐
４　

紀
美
野
町

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
保
健
福
祉

課
（
℡ 

４
８
９
‐
９
９
６
０
）

在
者
を
雇
用
す
る
悪
質
な
事
業
主

等
の
取
締
り
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

「
不
法
就
労
・
不
法
滞
在
し
て

い
る
の
で
は
？
」
と
思
っ
た
ら
、

ど
ん
な
情
報
で
も
構
い
ま
せ
ん
の

で
、
警
察
本
部
又
は
最
寄
り
の
警

察
署
、
交
番
、
駐
在
所
ま
で
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。　

■
連
絡
先　

海
南
警
察
署　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
２
‐
０
１
１
０

国民年金保険料は納付期限までに納めましょう
平成26年4月分から平成27年3月分までの国民年金保険料は、月額15,250円です。

保険料は、日本年金機構から送られる納付書により、金融機関・郵便局・コンビニ
で納めることができます。また、クレジットカードによる納付やインターネット
等を利用しての納付、そして便利でお得な口座振替もあります。
日本年金機構では、国民年金保険料を納期限までに納めていただけない方に対

して、電話、書面、面談により早期に納めていただくよう案内をおこなっており
ます。
未納のまま放置されると、強制徴収の手続きによって督促を行い、指定された

期限までに納付が無い場合は、延滞金が課されるだけではなく、※納付義務のあ
る方の財産を差し押さえることがありますので、早めの納付をお願いします。
所得が少ないなど保険料の納付が困難な場合は、免除される制度や猶予される

制度がありますので、役場の国民年金窓口へご相談するようお願いします。
※ 納付義務のある方とは、被保険者本人、連帯して納付する義務を負う配偶者
及び世帯主になります。
　■問い合わせ　　住民課　　　　　　　 ℡ ４８９－５９０３
　　　　　　　　　美里支所・住民室　　 ℡ ４９５－３４６４

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付

金
に
つ
い
て

事
業
計
画
策
定
委
員
募
集
の

お
知
ら
せ

海
南
警
察
署
か
ら
の
お
願
い
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紀
美
野
町
臨
時
職
員
募
集

（
学
校
給
食
調
理
員
）

募
集
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で

す
。

■
勤
務
場
所　

紀
美
野
町
内
小
学

校
■
勤
務
内
容　

学
校
給
食
調
理

■
募
集
人
員　

１
名

■
応
募
資
格　

調
理
師
免
許
を
お

持
ち
の
方

※
免
許
の
な
い
方
も
可

■
雇
用
期
間　

平
成
26
年
７
月
～

平
成
26
年
９
月 

（
更
新
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。）

■
勤
務
時
間　

原
則
と
し
て　

月

曜
日
～
金
曜
日　

７
時
30
分
～
16
時
（
昼
休
憩
を

は
さ
ん
で
７
時
間
45
分
）休
日
：

毎
週
土
・
日
曜
日
・
国
民
の
休

日
■
賃　
　

金　

日
給
６
，
６
０
０

円
（
社
会
保
険
加
入
・
昇
給
、

賞
与
及
び
退
職
金
無
し
）

※
免
許
の
な
い
方　

日
給
５
，

８
０
０
円

■
選
考
方
法　

面
接
試
験

■
試 

験 

日　

平
成
26
年
６
月
19

日
（
木
）

■
試
験
場
所　

紀
美
野
町
中
央
公

民
館　

２
階
視
聴
覚
室

■
申
込
方
法　

履
歴
書
・
調
理
師

免
許
写
し
を
持
参
の
う
え
、
平

成
26
年
６
月
16
日
（
月
）
ま
で

に
下
記
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

（
受
付
は
、
祝
日
を
除
く
月
～

金
曜
日
の
８
時
30
分
～
17
時
15

分
）

■
申 

込 

先　

紀
美
野
町
教
育
委

員
会　

総
務
学
事
課

　

℡ 

４
８
９
‐
５
９
１
０

町
営
住
宅
入
居
者
募
集
に
つ

い
て下

記
に
よ
り
町
営
住
宅
入
居
者

の
募
集
を
行
い
ま
す
。
応
募
に
際

し
入
居
資
格
等
が
定
め
ら
れ
て
お

り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
、
役
場

本
庁
（
企
画
管
財
課
）
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
HP
で
も
記

載
し
て
お
り
ま
す
。

■
募
集
期
間　

平
成
26
年
６
月
２

日
（
月
）
～
16
日
（
月
）

　

17
時
（
必
着
）

◎
毛
原
宮
団
地
１
０
１
号
（
紀
美

野
町
毛
原
宮
２
３
１
番
地
）

◎
毛
原
宮
団
地
２
０
３
号
（
紀
美

野
町
毛
原
宮
２
３
１
番
地
）

◎
野
中
団
地
１
０
１
号
（
紀
美
野

町
野
中
72
番
地
）

■
入
居
資
格

⑴　

単
身
又
は
同
居
し
よ
う
と
す

る
者
は
親
族
で
あ
る
こ
と
。

⑵　

世
帯
員
全
員
の
算
定
月
収
額

が
１
５
８
，
０
０
０
円
以
下
。

　
（
裁
量
世
帯
に
つ
い
て
は
２
１

４
，
０
０
０
円
以
下
）

⑶　

現
在
、
持
ち
家
が
な
く
住
宅

に
困
窮
し
て
い
る
方
。

⑷　

申
込
時
ま
で
の
住
民
税
等
を

滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

⑸　

家
賃
、
敷
金
を
支
払
う
能
力

が
あ
る
こ
と
。

⑹　

申
込
者
及
び
同
居
人
が
暴
力

団
員
で
な
い
こ
と
。

■
受
付
・
問
い
合
わ
せ

　

企
画
管
財
課 

公
営
住
宅
係　

℡ 

４
８
９
‐
５
９
１
３

平成26年度　個人町民税・県民税の税額
決定通知書の発送のお知らせ  

平成26年度個人町民税・県民税税額決定通知書を６月13日
に発送します。
給与からの天引きによる特別徴収の方は、５月中旬にお勤

め先に税額決定通知書を通知していますので、６月の給与か
らの天引きとなっています。
[改正点]
東日本大震災をふまえ、全国の地方公共団体が実施する緊

急防災・減災事業について、その財源を自主的に確保できる
よう「東日本大震災からの復興に関し地方公共団体が実施す
る防災のための施策に必要な財源の確保に係る地方税の臨時
特例に関する法律」が制定されました。
このことにより、平成26年度から、個人町民税と個人県民

税の均等割の税額が５００円ずつ引き上げとなっています。
ご理解のほどよろしくお願いします。

区　　　分 平成25年度まで 特 例 期 間
（平成26～35年度）

 町民税 均等割（年額） ３,０００円 ３,５００円

 県民税 均等割（年額） １,５００円 ２,０００円

計 ４,５００円 ５,５００円

■問い合わせ　税務課（℡４８９-５９０５）

平成26年度　所得課税証明の発行について
所得課税証明書の交付時期は、その年度の町県民税の賦課

決定日以降です。平成26年度は次のとおりになります。
町県民税の納付が　
◎給与からの天引きのみで納める方・・・・５月15日以降
◎町が送付する納税通知書で納める方
　及び年金からの天引きの方・・・・・・・６月13日以降
※平成26年１月１日に紀美野町に住所がある方（１月１日に
住民登録がある市町村で発行されます。）
※所得の申告をしていない場合は、証明書を交付することが
できませんので、先に町県民税の申告をお願いします。
※本人以外の方が申請される場合は、委任状が必要です。

　　　　　あなたの回答が、日本経済の力になる！
　　　　平成２６年経済センサス–基礎調査及び
　　　　　　　　　　　商業統計調査を実施します
●経済センサス‐基礎調査は、我が国の事業所・企業の従業者規模等の基
本的構造を明らかにするとともに、各種統計調査実施のため母集団情報
の整備をすることを目的として実施します。
●商業統計調査は、卸売・小売業を営む事業所を対象に、従業者数や商品
販売額等を把握することで、我が国商業の実態を明らかにし、商業に関
する施策の基礎資料を得ることを目的として実施します。
●両調査は、共に平成２６年に実施するため調査対象者の負担軽減の観点
から一体的に実施します。
●調査票は平成２６年６月末日までにお届けします。７月１日以降に提出
をお願いします。
　◆調査の意義・重要性をご理解いただき、
　　ご回答をよろしくお願いいたします。

■問い合わせ　企画管財課　℡ ４８９－５９１３

総務省・経済産業省・和歌山県・紀美野町



2014.6 10

ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト

教育委員会
　生涯学習課
　　TEL 489-5915
　学事・生涯学習室
　　TEL 495-9055

文化センター
　　TEL 495-9055

中央公民館
　　TEL 489-5915

小川地区公民館
　　TEL 489-4511

志賀野地区公民館
　　TEL 489-5145

セミナーハウス未来塾
　　TEL 498-0521

自然体験世代交流センター
　　TEL 495-3127

みさと天文台
　　TEL 498-0305

スポーツ公園管理棟
　　TEL 489-5368

ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト

生
涯
学
習
情
報

■
講
師　

正
木　

明 

氏　

　
（
気
象
予
報
士
・
防
災
士
）

■
日
時　

７
月
５
日
（
土
）　

　
　
　
　

18
時
30
分
～

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

１
９
６
１
年
５
月
５
日
生
ま
れ

【
資
格
】
気
象
予
報
士
（
１
９
９
４

年
取
得
第
１
期
生
）

就
い
た
き
っ
か
け
と
な
る
。以
来
、

サ
ー
フ
ィ
ン
の
魅
力
の
虜
と
な
り

今
で
は
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
し
て

大
き
な
意
味
を
持
つ
。

お
天
気
キ
ャ
ス
タ
ー
歴
も
20
年

を
超
え
、「
関
西
の
朝
の
顔
」
と

し
て
お
茶
の
間
に
も
定
着
し
て
い

る
。
日
々
の
天
気
の
移
り
変
わ
り

の
中
で
、
特
に
最
近
の
急
激
な
気

候
変
化
に
対
し
て
、
何
か
出
来
る

事
は
な
い
か
と
模
索
す
る
中
、
防

災
士
と
し
て
の
資
格
も
取
り
、
気

象
か
ら
く
る
災
害
や
そ
の
他
の
防

災
に
関
し
て
も
知
識
を
深
め
て
い

る
。

■
入
場
無
料
（
整
理
券
必
要
）

■
整
理
券
配
布
場
所

中
央
公
民
館
、
小
川
・
志
賀
野

地
区
公
民
館
、文
化
セ
ン
タ
ー
、

美
里
支
所
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ

ー
、
真
国
・
国
吉
・
長
谷
毛
原

出
張
所

（
配
布
は
各
施
設
開
館
時
間
中
）

※
６
月
４
日
（
水
）
か
ら
整
理
券

を
配
布
し
ま
す
。

　

お
早
め
に
！

■
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課

【
学
歴
】
１
９
８
６
年
３
月
早
稲

田
大
学
理
工
学
部
機
械
工
学
科
卒

【
趣
味
】
波
乗
り
歴
26
年
・
そ
の

他
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
全
般
・

音
楽
活
動

20
歳
で
『
波
乗
り
』
と
い
う
ス

ポ
ー
ツ
に
出
会
い
30
年
間
続
け
て

い
る
。
波
が
い
つ
、
ど
こ
に
立
つ

の
か
を
知
り
た
く
て
、『
気
象
』

の
勉
強
を
始
め
、
現
在
の
仕
事
に

み
さ
と
天
文
台

文
化
セ
ン
タ
ー

ブ
ラ
ン
チ
オ
ー
プ
ン
！

新
た
な

拠
点
が
文

化
セ
ン
タ

ー
に
オ
ー

プ
ン
し
ま

す
。
オ
ー

プ
ニ
ン
グ

イ
ベ
ン
ト

と
な
る
今

回
は
、
海

外
の
星
空
や
今
後
の
天
文
現
象
・

天
体
を
、
美
し
い
全
天
周
映
像
や

大
き
な
パ
ネ
ル
で
体
感
い
た
だ
き

ま
す
。
文
化
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と

し
た
新
た
な
活
動
の
一
端
を
、
ぜ

ひ
こ
の
機
会
に
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

６
月
28
日
（
土
）

　

29
日
（
日
）
10
時
～
16
時

■
場
所　

文
化
セ
ン
タ
ー

■
備
考　

申
込
不
要
・
参
加
無
料

■
問
い
合
わ
せ 

文
化
セ
ン
タ
ー

（
担
当
：
小
澤
）

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会「
夏
」

参
加
者
募
集　

■
日
時　

７
月
26
日
（
土
）

　
　
　
　

９
時
開
会
式

　

※
予
備
日
28
日
（
月
）

■
場
所　

ふ
れ
あ
い
公
園
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
場

■
参
加
資
格　

中
学
生
以
上

■
参
加
費　

１
，
５
０
０
円

■
申
し
込
み　

中
央
公
民
館
ま
た

は
文
化
セ
ン
タ
ー
へ
、
参
加
費

を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

■
申
込
期
間　

６
月
23
日
（
月
）

～
７
月
18
日
（
金
）

■
そ
の
他　

東
西
南
北
コ
ー
ス
36

ホ
ー
ル
プ
レ
ー
、荒
天
延
期（
態

度
決
定
６
時
）

■
問
い
合
わ
せ　

中
央
公
民
館

!!

文化センターホワイエ

「
第
31
回
町
民
大
学
講
座
」「
紀
美
野
町
人
権
研
修
会
」

気
象
予
報
士
と
し
て
、
い
ま
思
う
こ
と

　
　
　
～
人
権
、
震
災
、
そ
し
て
未
来
～



会場に応援に
行って大会を
盛り上げま
しょう !!
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じ
ど
う
か
ん「
貝
殻
工
作
教
室
」と「
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
」

ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
候
補
強
化
選
手
募
集　
　
　
　
　

■
日
時　

６
月
28
日
（
土
）

　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

■
場
所
　
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

■
共
催　

ほ
ん
の
森

■
講
師　

和
歌
山
県
立
自
然
博
物

館
友
の
会

■
参
加
費　

１
０
０
円

　
（
貝
殻
工
作
材
料
代
）

■
持
ち
物 

す
い
と
う
・
タ
オ
ル

今
年
度
も
平
成
27
年
２
月
に
和

歌
山
県
市
町
村
対
抗
ジ
ュ
ニ
ア
駅

伝
競
走
大
会
が
開
催
さ
れ
る
予
定

で
す
。

あ
な
た
も
ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
候
補

強
化
選
手
と
し
て
、
練
習
に
参
加

し
ま
せ
ん
か
？

■
対
象　

保
育
園
児
、
小
学
生

　

※
先
着
30
名
ま
で

　
（
保
育
園
児
は
保
護
者
の
方
と

参
加
お
願
い
し
ま
す
。）

■
そ
の
他　

お
や
つ
（
ゼ
リ
ー
）

　

あ
り
ま
す
。

■
申
し
込
み 

６
月
17
日
（
火
）

ま
で
に
青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ

（
℡
４
８
９
‐
５
９
０
９
）

詳
細
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

■
対
象　

町
内
在
住
・
在
学
の
小

学
５
・
６
年
生
と
中
学
生

■
申
し
込
み
及
び
問
い
合
わ
せ

　

中
央
公
民
館

■
そ
の
他　

メ
ン
バ
ー
が
多
数

　

の
場
合
は
、
選
手
の
選
考
を
実

施
し
ま
す
。

【
ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム
】

■
中
央
公
民
館

４
日　

押
し
花
し
お
り
つ
く
り

11
日　

コ
ロ
コ
ロ
ド
ミ
ノ
で

　
　
　

あ
そ
ぼ
う　

18
日　

ペ
ン
ト
ミ
ノ
に
挑
戦

25
日　

お
り
が
み
あ
そ
び

■
文
化
セ
ン
タ
ー

４
日　

お
は
な
し
会

11
日　

カ
ロ
ー
リ
ン
グ
を
し
よ

う

18
日　

将
棋
を
教
え
て
ね
！

25
日　

七
夕
飾
り

平
成　

年
度
の

  

各
種
委
員
さ
ん
決
ま
る

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

に
関
わ
っ
て
い
た
だ
く
委
員
さ
ん

方
で
す
。（
敬
称
略
）

【
社
会
教
育
委
員
】

岩
橋　

恭
子　
　

井
岡　

政
嗣

東
浦　

昌
代　
　

河
本　

成
吾

西
浦　

史
雄　
　

和
田
喜
代
美

手
拝
な
を
み　
　

岡　
　

省
三

中
家　
　

覚

【
公
民
館
・
文
化
セ
ン
タ
ー
・
町

民
大
学
講
座
運
営
委
員
】

根
来　
　

平　
　

段
木　
　

賢

田
尻　
　

章　
　

常
田　
　

茂

西
浦　

史
雄　
　

東
浦　

昌
代

森　
　
　

勲　
　

松
本　

隆
信

【
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
】

向
井
中
洋
二　
　

古
田
香
壽
美

大
岩　

勝
良　
　

長
峯　

宏
明

中
谷　

方
美　
　

坂
本　

雅
律

中
屋
多
加
志　
　

横
出　

浩
一

井
岡　

成
美　
　

山
本　

礼
義

新
谷　

成
令　
　

中
野　

真
登

図
書
室
だ
よ
り

～
た
く
さ
ん
読
ん
だ
よ
～
（
敬
称
略
）

【
１
０
０
冊
】

道
上
太
聖
（
野
小
２
年
）

南　

苺
花
（
神
野
保
）

【
９
０
０
冊
】

松
本
紗
也
加
（
下
小
６
年
）

■
新
刊
紹
介

【
中
央
公
民
館
】

「
ひ
と
ご
と
」　
　

森
浩
美
･
著

「
豆
の
上
で
眠
る
」湊

か
な
え
･
著

「
食
品
の
裏
側
２
実
態
編
」　
　

安
部
司
･
著

「
咲
き
た
い
花
は
か
な
ら
ず
開
く
」

紫
竹
昭
葉
･
著

「
お
ば
け
の
た
ん
け
ん
」

　

 

西
平
あ
か
ね
･
作

「
捨
て
犬
・
未
来
と
捨
て
ネ
コ
・

未
来
」　
　
　
　

今
西
乃
子
･
著

「
新
幹
線
・
特
急
ぜ
ん
ぶ
百
科
」

　
　

交
通
新
聞
社

【
文
化
セ
ン
タ
ー
】

「
花
咲
小
路
一
丁
目
の
刑
事
」

小
路
幸
也
･
著

「
宝
の
山
」　

  

梶
よ
う
子
･
著

「
腸
も
み
で
腸
そ
う
じ
」

真
野
わ
か
･
著

「
近
藤
典
子
の
『
片
づ
く
寸
法
』

図
鑑
」　
　
　
　

近
藤
典
子
･
著

「
免
疫
力
を
上
げ
る
ま
い
た
け
健

康
レ
シ
ピ
」　
　

浜
内
千
波
･
著

「
ド
キ
ド
キ
ッ
ズ
小
学
校　

お
わ

ら
い
Ｍ
Ａ
Ｘ
」　

川
北
亮
司
･
著

26

!!

!!

紀の国わかやま国体リハーサル大会開催！
リハーサル大会とは、国体運営の習熟や開催の機運を高めることを目

的として、国体開催前に国体で使われる会場を利用して行われる大会の
ことです。
ホッケーは、紀の国わかやま国体リハーサル大会として２０１４年度

全日本社会人ホッケー選手権大会を紀美野町と日高町で開催します。
日本のトップ選手が出場する大会、ぜひ競技会場でご覧ください！

■期日　７月１９日（土）～７月２３日（水）　　
■会場　紀美野町スポーツ公園多目的人工芝グラウンド　　　　　　　
　　　日高町マツゲンスポーツグラウンド

■参加　４０チーム
■出場予定の注目選手（敬称略）
　坂本博紀(県スポーツ専門員)
　田中健太(県スポーツ専門員)
　小澤浩平(紀美野町職員)

※７月１２日(土) ～７月２５日(金)は、会場の設営並びに人工芝の調整等を行います
ので、安全対策のため、スポーツ公園の使用はできません。

お母さんいつもありがとう
ふれあいルームで、カーネーションを作りました。

（中央公民館）
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平
成　

年
度
和
歌
山
県
ゲ
ー

ト
ゴ
ル
フ
協
会
春
季
大
会

５
月
11
日
（
日
）
に
農
村
総
合

セ
ン
タ
ー
ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ
場
に

て
、
平
成
26
年
度
和
歌
山
県
ゲ
ー

ト
ゴ
ル
フ
協
会
春
季
大
会
が
開
催

さ
れ
、
72
名
（
男
性
38
名
・
女
性

34
名
）
が
参
加
し
、
14
ホ
ー
ル
で

ス
コ
ア
を
競
い
ま
し
た
。
結
果
は

次
の
と
お
り
で
す
。
数
字
は
ス
コ

ア
で
す
。
（
敬
称
略
）

【
男
性
の
部
】

優
勝　

中
本　

侑
喜（
毛
原
中
）80

２
位　

萩　
　

圭
弘（
安
井
）80

３
位　

湯
上　

敏
夫（
下
佐
々
）81

【
女
性
の
部
】

優
勝　

仲　
　

節
子（
福
田
）76

２
位　

福
岡　

規
子（
毛
原
中
）78

３
位　

川
畑
ま
さ
子（
和
歌
山
市
）81

紀
美
野
町
の
歴
史
と
文
化

　
　
　
　
　
そ
の
九
十
五

火
上
げ
（
お
じ
い
さ
ん
の
子
ど
も

の
こ
ろ
の
話
）

　
　
　

の
か
み
の
民
話
よ
り

　
―
今
か
ら
七
十
年
あ
ま
り
前
の

話
や
。

今
や
っ
た
ら
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ

オ
が
あ
っ
て
、
一
日
何
回
も
天
気

予
ほ
う
を
知
ら
せ
て
く
れ
る
ね
。

『
九
州
に
て
い
気
あ
つ
が
近
づ

い
た
の
で
、
近
き
地
方
は
雨
に
な

り
ま
す
。』『
南
東
の
風
が
強
く
な

り
ま
す
。』
な
ど
と
、
予
ほ
う
し

て
く
れ
る
け
ど
、
む
か
し
は
、
日

で
り
が
つ
づ
く
と
、
空
を
見
上
げ

て
、『
ひ
と
雨
ほ
し
い
な
あ
。』
と
、

い
の
る
ば
か
り
で
ね
え
。そ
れ
で
、

お
百
し
ょ
う
た
ち
は
、
何
と
か
雨

を
ふ
ら
そ
う
と
、「
火
上
げ
」
と

い
う
こ
と
を
し
た
ん
や
。

下
佐
々
の
中
の
城
と
い
う
山

へ
、
た
き
木
を
持
っ
て
、
み
ん
な

集
っ
て
な
、
天
を
こ
が
す
ほ
ど
火

を
た
い
た
ん
や
。
火
だ
ね
は
、
高

野
山
の
奥
の
院
の
貧ひ

ん
に
ょ女
の
一
灯
と

い
う
て
、
千
年
い
上
も
と
も
し
つ

づ
け
た
火
を
い
た
だ
く
ん
や
。

そ
の
た
め
、
高
野
ま
い
り
は
、

ま
夜
な
か
か
ら
、
男
の
人
二
、三

人
つ
れ
て
、
と
っ
と
こ
歩
い
て
登

る
ん
や
。
奥
の
院
に
着
く
と
、
用

意
し
て
い
た
も
め
ん
で
の
う
た
な

わ
に
、火
を
た
ば
る
（
い
た
だ
く
）

ん
や
。

火
を
消
さ
ん
よ
う
に
、
そ
の
な

わ
を
く
る
く
る
回
し
な
が
ら
、
急

い
で
も
ど
っ
て
き
て
も
下
佐
々
に

着
く
の
は
午
後
四
時
ご
ろ
に
な
る

ん
や
。

男
た
ち
が
帰
る
と
、
下
佐
々
の

お
百
し
ょ
う
た
ち
は
、
一
け
ん
に

一
人
は
、
た
き
木
を
持
ち
よ
っ
て

中
の
城
へ
集
ま
り
、
そ
の
火
を
た

き
木
に
う
つ
し
て
、『
雨
く
だ
さ

い
。
雨
ふ
っ
て
く
れ
。』
と
、
一

心
に
お
が
ん
だ
ん
よ
。

空
が
や
け
る
ほ
ど
赤
う
な
っ
た

ら
、『
雲
が
や
け
た
。
雨
が
ふ
る

ぞ
。』
と
信
じ
て
い
た
ん
や
。

雨
が
ふ
り
出
し
た
ら
、『
火
上

げ
、
よ
う
き
い
た
な
あ
。
い
ね
に

え
え
ぞ
。』
と
、
よ
ろ
こ
ん
で
雨

い
わ
い
を
し
た
ん
よ
。

下
佐
々
の
人
た
ち
は
、
か
ま
の

ぶ
ち
の
川
原
へ
た
き
木
を
持
っ
て

行
き
、
火
を
た
い
て
「
つ
つ
ー
て

ん
、
つ
つ
ー
て
ん
」
と
お
ど
っ
て

よ
ろ
こ
び
合
う
た
ん
や
。

ー　わが町サークル　ー
「少林寺拳法（和歌山野上スポーツ少年団）」

スポーツ少年団発足11年目の今年は、男子高校生2人、女
子中学生2人、小学5年生女子1人、小学2年生男子2人、大人2
人、指導者4人のメンバーで楽しく練習をしています。内容
はモップがけに始まり、準備運動、雑巾掛け、鎮魂行、講
話、基本練習で１時間、休憩を挟んで残り2人で技の練習を
します。
2～3ヵ月で昇級試験を受験でき、県大会にも出場できま
す。他には、夏の保護者交流会・年度末のお祝い会・お盆、
年末の大掃除など行事を実施します。
練習生募集中!!　興味のある方はまず、見学してください。
体と心を強くします。

■日時　毎週火・土曜日
　　　19：00～21：00

■場所　武道館
■対象　小学生
　　　（親子で入会も可）

■代表　新宅康成

26

第
９
回
文
化
協
会
展
・
芸
能
発
表
会
終
わ
る　
　
　
　
　

４
月
26
日
（
土
）・
27
日
（
日
）

に
作
品
展
示
と
お
茶
席
、
ま
た
27

日
は
芸
能
発
表
会
が
文
化
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
連
日
た
く
さ

ん
の
方
々
が
楽
し
ま
れ
て
い
ま
し

た
。ど

の
部
門
も
日
頃
の
練
習
の
成

果
が
出
さ
れ
、大
変
好
評
で
し
た
。

ま
た
平
成
26
年
４
月
に
役
員
改

選
が
あ
り
、
新
役
員
は
下
記
の
と

お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

【
会　

長
】　

森　

勲

【
副
会
長
】　

寺
中
俊
也

　
　
　
　
　

佐
々
本
サ
ト
子

長
年
お
世
話
い
た
だ
き
ま
し
た

前
役
員
の
皆
さ
ま
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

今
後
と
も
ご
指
導
の
程
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

上位入賞者の皆さん
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  学校だより
　『新しい風が吹いてます。』
	 紀美野町立小川小学校

「なわとびで○回以上とびたい！」
「漢字をもっと覚えたい！」
「ソフトボールで○○君を超えるぐらい投げた
い！」
みんな次々に手を上げて、1 年生も堂々と、自分
のがんばりたいことを発表しています。
今日のフリートークの話題は「今年がんばりたい
教科は？」でした。今年も小川っ子はやる気満々で
す。最上級生となった 6 年生はリーダーシップを
発揮して何事にも率先して取り組んでくれていま
す。 4 年生は 5 年生がいない分、何かもう一学年
大きくなったようにしっかりして見えます。そして 
1 年と 2 年の複式学級はとても仲の良い兄弟のよ
うに落ち着いて学習に取り組んでいます。
新入生と新しい職員を迎え、学校には新しい風が
吹いています。

※ホームページで、その時々の学校の様子を発信し
ていますので、是非ご覧ください。　

http://www.ogawaes.town.kimino.wakayama.jp/

歌
　
の
　
小
　
道

晩
酌
に
お
と
な
し
く
酔
ふ
啄
木
忌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
代
哲
郎

鶯
や
雑ぞ

う
き木
が
囲
む
露
天
風
呂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
　
廣

柏
餅
歪
み
し
ま
ま
に
蒸
し
上
が
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
野
昭
子

陰
と
な
る
ベ
ン
チ
に
人
や
夏
近
し
　
　
　
　
　
　
　
　
手
拝
な
を
み

桜
蘂し

べ

降
る
階
段
を
一
人
掃
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浦
貴
子

つ
ば
め
飛
ぶ
風
に
の
り
た
き
心
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
塚
田
幸
恵

ジ
オ
ラ
マ
の
特
急
列
車
昭
和
の
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
惇
子

草
餅
の
頂
き
も
の
の
か
く
旨
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
口
井
重
信

夏
近
し
日
が
照
り
つ
け
る
か
わ
ら
屋
根
　
　
　
　
　
　
　
塚
田
進
介

山
ご
と
に
日
裏
日
お
も
て
春
兆
す
　
　
　
　
　
　
　
　
寺
中
美
代
子

懐
石
を
頂
く
庭
に
咲
く
桜

　
　
　
　
　
し
だ
れ
桜
は
灯ほ

か
げ
に
妖あ

や

し
　
　
　
　
　
　
吉
村
邦
彦

淡
嶋
神
社
の
軒
に
置
か
れ
し
人
形
の

　
　
　
　
　
あ
ま
た
の
眼ま

な
こ

こ
こ
ろ
な
し
寂
し
　
　
　
　
角
谷
と
し
み

凍
て
し
む
る
霜
の
朝
立
ち
園
児
等
は

　
　
　
　
　
車
待
ち
を
り
頑
張
れ
頑
張
れ
　
　
　
　
　
　
黒
西
葉
子

夫つ
ま

の
忌
は
寒
の
一
月
う
っ
す
ら
と

　
　
　
　
　
白
木
蓮
の
つ
ぼ
み
ふ
く
ら
む
　
　
　
　
　
　
河
野
昭
子

目ま
な
か
い交

の
深
き
み
ど
り
に
映
え
て
咲
く

　
　
　
　
　
ほ
ん
に
美う

る
わ

し
桐
の
紫
　
　
　
　
　
　
　
滝
垣
内
嘉
代
子

春
の
海
な
が
め
よ
ろ
し
も
橋
杭
岩

　
　
　
　
　
現
実
に
見
る
個
々
の
表
情
　
　
　
　
　
　
梶
谷
美
瑳
子

さ
緑
の
も
み
じ
葉
揺ゆ

る
る
庭
の
辺
に

　
　
　
　
　
深
く
息
吸
い
今
日
の
出
発
　
　
　
　
　
　
西
佐
古
祐
子

こ
の
春は

る
よ宵
お
ぼ
ろ
月
夜
に
肌
寒
し

　
　
　
　
　
葉
桜
揺ゆ

ら
す
一い

ち
じ
ん陣
の
風
　
　
　
　
　
　
　
　
寺
岡
幸
子

歳
月
の
流
れ
る
程
に
忘
れ
じ
の

　
　
　
　
　
生せ

い命
あ
る
限
り
亡き

み君
思
い
出
ず
　
　
　
　
小
根
田
牧
子

  天文台だより
　『梅雨の晴れ間に肉眼で楽しもう！』
	 天文台長　矢動丸　泰

早いもので今年も６月。気象庁によると、例年の
近畿地方の梅雨入りは６月７日頃とのこと。美しい
星空とは暫しのお別れですね。
梅雨の期間を利用して天文台では望遠鏡等の整備
作業を行います。今年は６月16日(月)から７月４日
(金)までです。ご迷惑をおかけしますが、ご理解ご
協力をお願いします。
今年の梅雨は、雲間から肉眼で惑星を見つけてみ
ませんか？夜９時頃の南の空やや上の方（地平線か
ら高度40度付近）に、明るい星が横に４つ並んで
います。右から火星、スピカ（おとめ座）、土星、
アンタレス（さそり座）です。火星や土星は、１等
星よりも明るいので、簡単に見つけられるでしょう。
また、それぞれの色の違いに気付くかもしれません
ね。火星や土星といった惑星は、肉眼でけっこう簡
単に見つけることが出来るのです。
７月５日(土)から再開する「星を見る会」では、
土星が見ごろになっています。環を持った独特の姿
を望遠鏡でお楽しみください。

６月中旬午後９時頃
の南の空の様子

4/23フリートーク活動の様子
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～
危
険
物
安
全
週
間
～

６
月
８
日
～
６
月
14
日
は

　
　
　

危
険
物
安
全
週
間
で
す
。

台
風
・
風
水
害
に

　
　
　
　
　

備
え
よ
う
！

台
風
や
豪
雨
な
ど
は
、
そ
の
襲

来
時
期
や
規
模
、
被
害
の
程
度
な

ど
の
予
想
が
可
能
で
す
。
そ
の
た

め
事
前
の
対
策
次
第
で
被
害
を
最

小
限
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

台
風
や
大
雨
が
近
づ
い
た
ら
、
気

象
情
報
に
は
十
分
に
注
意
し
、
適

切
な
対
応
を
と
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

【
特
別
警
報
】
が
発
表
さ
れ

た
ら
、
直
ち
に
命
を
守
る
行

動
を
！

平
成
25
年
８
月
か
ら
、
警
報
の

発
表
基
準
を
は
る
か
に
超
え
る
豪

雨
や
大
津
波
等
が
予
想
さ
れ
、
重

大
な
災
害
の
危
険
性
が
著
し
く
高

ま
っ
て
い
る
場
合
、
新
た
に
「
特

別
警
報
」
を
発
表
し
、
最
大
限
の

警
戒
を
呼
び
掛
け
ま
す
。
周
囲
の

状
況
や
市
町
村
か
ら
発
表
さ
れ
る

避
難
指
示
・
避
難
勧
告
な
ど
の
情

報
に
留
意
し
、
直
ち
に
命
を
守
る

た
め
の
行
動
を
と
っ
て
く
だ
さ

い
。

１　

家
の
周
り
を
点
検
し
よ
う

①
屋　
　

根
・
・
・
ト
タ
ン
や
瓦

の
ひ
び
・
割
れ
・
ず
れ
・
剥
が

れ
は
な
い
か
。

②
ベ
ラ
ン
ダ
・
・
・
鉢
植
や
物
干

し
竿
な
ど
飛
散
の
危
険
が
高
い

も
の
は
室
内
へ
。

③
側　
　

溝
・
・
・
日
頃
か
ら
掃

除
を
心
掛
け
、
落
ち
葉
や
ゴ
ミ

に
よ
っ
て
水
が
溢
れ
る
こ
と
を

防
止
。

④
ガ
ラ
ス
窓
・
・
・
ひ
び
割
れ
、

窓
枠
の
が
た
つ
き
は
な
い
か
、

飛
来
物
に
備
え
て
、
外
側
か
ら

板
で
ふ
さ
ぐ
。

２　

情
報
収
集
・
日
頃
か
ら
の
備

え
①
テ
レ
ビ
、ラ
ジ
オ
な
ど
、メ
デ
ィ

ア
か
ら
の
警
報･

注
意
報
の
情

報
に
耳
を
傾
け
ま
し
ょ
う
。

②
土
地
に
古
く
か
ら
住
ん
で
い
る

方
の
過
去
の
災
害
情
報
に
も
耳

を
傾
け
ま
し
ょ
う
。

③
避
難
に
備
え
非
常
持
ち
出
し
品

な
ど
の
準
備
を
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

３　

避
難
の
時
に
注
意
す
る
こ
と

①
履
物
に
注
意
す
る
…
裸
足
、
長

靴
は
厳
禁
。
ひ
も
で
し
め
る
運

動
靴
な
ど
。

②
で
き
る
だ
け
軽
装
で
…
荷
物
は

で
き
る
だ
け
整
理
し
て
背
負

い
、
両
手
が
自
由
に
使
え
る
状

態
に
し
て
お
き
ま
す
。

③
足
元
に
注
意
…
洪
水
時
は
水
面

下
に
マ
ン
ホ
ー
ル
、
側
溝
な
ど

の
危
険
が
潜
ん
で
い
ま
す
。
暗

い
場
合
は
懐
中
電
灯
を
使
用
す

る
な
ど
、
十
分
に
注
意
し
な
が

ら
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

■
講
習
内
容

⑴
心
肺
蘇
生
法
の
習
得

⑵
出
血
時
の
止
血
法
の
習
得

⑶
そ
の
他
応
急
手
当
に
関
す
る

　

こ
と

■
講
習
時
間

９
時
か
ら
12
時
ま
で
の
３
時
間

講
習
で
す
。

■
講
習
場
所

　

紀
美
野
町
消
防
本
部

■
受
講
料　

無　

料

■
申
し
込
み
期
限

　

６
月
20
日
ま
で

■
申
し
込
み
（
問
い
合
わ
せ
）
先

紀
美
野
町
消
防
本
部

　

警
防
課
ま
で

　
（
℡ 
４
８
９
‐
６
３
０
２
）

■
そ
の
他

・
定
員
の
都
合
上
、
日
を
改
め
て

実
施
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

・
職
場
、
学
校
、
自
治
会
等
団
体

で
の
申
し
込
み
は
、
随
時
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

４月の消防の動き
●火災発生件数…0件
【事故種別搬送人員】

管　内 管　外 合　計
急 病 36（２） 36（２）
一 般 負 傷 ９（　） ９（　）
交 通 事 故 ２（ ） ２（ ）

　（　） 　（　）そ の 他
合 計 47（２） 47（２）
※（　）内については、ドクターヘリ搬送

次
回
の
普
通
救
命
講
習
・

再
講
習
は
７
月
６
日（
日
）

火
災
・
救
急
・
救
助
は
１
１
９
番

「
も
う
い
い
か
い　

火
を
消
す
ま
で
は　

ま
あ
だ
だ
よ
」

防災行政無線の放送内容が　　
　　　　　電話で確認できます!!
防災行政無線で放送した内容を電話で聞
くことができる、「防災行政無線電話対応
システム」を整備しています。
梅雨の時期を迎え、風雨等で内容が聞き
取り難い場合などご活用ください。
放送されてから２４時間以内の内容が聞
けます。

　

通話料無料のフリーダイヤルです。
切り取って、電話機の近くに貼って
おいてください。
　　　　　■問い合わせ
　　　　　　総務課特別対策室
　　　　　　℡ ４８９‐５９１２

防災行政無線電話対応システム
０１２０－２４３０－９９
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毎年このコーナーでは、６月になると「梅」を使ったレシ
ピが定番となっています。梅はみかんのように簡単にむい
て食べられる果実ではないので、梅を利用し、家庭の味を
手作りされている人は少ないのではないかなと思います。

一度手順を覚えてしまえば作り方は意外と簡単であるこ
と、出来上がったものが市販のものに比べると何倍も愛お
しく思えること、そんな理由で毎年梅が出回る頃になると
「今年も梅干しのシーズンがやってきたなあ」と、少々面倒
くさい気持ちもありますが、自家製の梅干しが出来上が
った感激を想像すると、作る楽しみの方が大となっていま
す。

今回は「伝統の素材を生かす」をテーマとした和歌山の
レシピ本から「梅のべっこう漬け」をご紹介します。　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
べっこう漬け

（材料）　　
　　　青梅　　２ｋｇ
　　　水　　　５カップ
　　　シロップ　　水　１,５L
　　　　　　　　　グラニュー糖　　５カップ

　　　銅板　５㎝くらいの正方形のものでなるべく純度
　　　の高いもの（梅の変色を防ぐために使います）　

　
（作り方）

１、青梅は流水でよく洗い、水気をきる。
２、実を傷つけないように竹串などでヘタの部分を取

る。
３、乾いた布巾やペーパータオルなどで１粒ずつ丁寧

に水気を拭き取る。
４、皮を厚めにむき、むいた皮と実に分けておく。

（皮も利用OK）
５、鍋に実と銅板を入れ、梅の倍量の水で1回茹でこ

ぼす。
６、（５）に分量の水を入れ、沸騰したら火を止め、

そのまま冷ます。
７、別の鍋にシロップの材料を入れ、半分の量になる

まで煮詰め、冷ます。
８、煮沸消毒した保存ビンに（６）の実を入れ、

（７）を静かに注ぎ入れ、密封して冷蔵保存す
る。

＊（４）でむいた皮は、梅酒をかけて砂糖をまぶし、
天日に干して利用してみましょう。萌黄色でカリ
カリの食感が楽しめます。

　産業課より

活
い

き生
い

きレシピコーナー（第48回）

放送大学学生募集
　放送大学はテレビ・ラジオの放送やインターネットを
通して学ぶ正規の通信制大学です。
　大学を卒業したい、学びを楽しみたいなど、様々な目
的で、いつでも、 どこでも、 誰でも、 学びたいだけ学べ
る大学です。
　ただいま平成 26 年 10 月入学生を募集しています。心
理学・福祉・経済・歴史・文学・自然科学など幅広い分

野を学べます。入学試験はありませんので、お気軽にお
問い合わせください。資料のお取り寄せは無料です。
○出願期間 ： ６月 15 日（日） ～ ８月 31 日（日）
○お問い合わせ：放送大学和歌山学習センター
　〒 641–0051　和歌山市西高松１丁目７-20
　　　　　ＴＥＬ：　０７３–４３１–０３６０
　　　　　Ｅ -mail：  wakayama-sc@ouj.ac.jp
あなたも放送大学で学んでみませんか ？

編 集 後 記
６月、草花や木々の葉が一段と緑を深める季節
を迎えました。
そして、もうすぐ梅雨の時期を迎えます。この
時期高温多湿と過ごしにくく、体調管理には十分
気を付けてください。
また､梅雨末期の集中豪雨には警戒が必要です。

紀美野町の人口

（平成26年4月末現在）

紀美野町面積128.31km2

総人口………… 　9,978人
 …………　男　 4,644人
 …………　女　 5,334人
 …………数帯世 4,519世帯

日　 時 イベント名 開催場所所 問い合わせ（073）

　 5日（木）・25日（水） 移動町長室 美里支所 総務課 489－5912

住民室 495－3471

5日（木）11:00 ～ 犬・ねこの飼い方講習会【８日(日)・２２日(日)】県動物愛護センター 県動物愛護センター 489－6500

16日（月） 天文台休館【～７月４日（金）】 みさと天文台 みさと天文台 498－0305

19日（木）13:00 ～ 行政相談【～１５：００】 中央公民館 総務課 489－5912

美里支所 住民室 495－3471

28日（土）13:30 ～
じどうかん【～１５：３０】

「貝殻工作教室・絵本の読み聞かせ」
中央公民館 青少年センター 489－5909

〃 10:00 ～ 天文教室【～１６：００】 文化センター 文化センター 495－9055

29日（日）10:00 ～ 天文教室【～１６：００】 文化センター 文化センター 495－9055

６月
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雨
で
１
日
順
延
し
た
生
石
高

原
の
山
開
き
が
４
月
30
日（
水
）

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

午
前
11
時
か
ら
登
山
客
ら
の

安
全
を
祈
願
す
る
神
事
が
行
わ

れ
、
そ
の
後
、
生
石
高
原
観
光

協
会
会
長
（
代
理　

小
川
副
町

長
）
ら
関
係
者
が
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
を
行
い
、
シ
ー
ズ
ン
の
幕
が

開
き
ま
し
た
。

訪
れ
た
人
た
ち
は
、
恒
例
の

景
品
付
き
餅
投
げ
や
、
お
弁
当

を
食
べ
た
り
し
て
、
新
緑
の
高

原
で
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
し

た
。有

田
市
か
ら
家
族
４
人
で
き

た
女
性
は
、「
子
ど
も
が
沢
山

お
餅
が
拾
え
た
と
喜
ん
で
い
ま

４
月
29
日
（
祝
）、
生
石
高
原

登
山
者
駐
車
場
横
に
農
産
物
な
ど

を
販
売
す
る
「
小
川
の
郷さ

と 

直
売

所
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
過
疎
対
策
に
取
り
組
ん
で

い
る
小
川
地
区
寄よ

り
あ
い
か
い

合
会
（
会
長 

日
浦
英
二
さ
ん
）
が
、
国
の
過
疎

集
落
等
自
立
再
生
緊
急
対
策
事
業

と
し
て
開
設
し
た
も
の
で
す
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
式
典
に
は
、
小

川
地
区
寄
合
会
の
会
員
ら
約
50
人

す
。
ま
た
、
来
年
も
来
た
い
と
思

い
ま
す
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

年
間
約
８
万
人
が
訪
れ
る
生
石

高
原
は
、
こ
れ
か
ら
ハ
イ
キ
ン
グ

や
キ
ャ
ン
プ
、
そ
し
て
、
秋
の
ス

ス
キ
の
名
所
と
し
て
、
県
内
外
か

ら
多
く
の
観
光
客
で
に
ぎ
わ
い
ま

す
。

が
出
席
。
日
浦
会
長
が
「
地
区
の

皆
さ
ん
や
会
員
の
方
々
の
ご
協
力

の
お
蔭
で
オ
ー
プ
ン
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
今
後
は
、
月
に
６

日
程
度
の
営
業
を
め
ざ
し
た
い
。

そ
し
て
、
こ
の
直
売
所
を
地
区
の

皆
さ
ん
の
憩
い
の
場
と
し
て
ご
活

用
く
だ
さ
い
。」
と
あ
い
さ
つ
。

寺
本
町
長
か
ら
「
こ
の
直
売
所
が

町
お
こ
し
の
拠
点
と
し
て
、ま
た
、

地
区
の
皆
様
の
交
流
の
場
と
し
て

ご
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。」

と
お
祝
い
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

式
典
後
、
訪
れ
た
人
た
ち
は
、

早
速
農
産
物
や
加
工
品
な
ど
を
買

い
求
め
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
直
売
所
の
隣
に
は
、
昨

年
12
月
に
同
事
業
で
観
光
用
水
車

が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

小
川
の
郷さ

と

直
売
所
　
オ
ー
プ
ン
!!小

川
地
区
寄よ

り
あ
い
か
い

合
会

広　告

熱中症に注意しましょう！
こんな日は熱中症に注意！
☆気温が高い　　　☆急に暑くなった
☆湿度が高い　　　☆風が弱い

≪熱中症の予防法≫
　◎こまめに水分と塩分の補給をしましょう。
　◎扇風機やエアコンなどを上手に利用しましょう。
　◎風通しの良い涼しい服装を選びましょう。
　◎日陰を利用し、こまめに休憩をとりましょう。
　◎こまめに体温測定をしましょう。（特に高齢者、子どもなど）

登
山
シ
ー
ズ
ン 

開 

幕
!! 

　

生
石
高
原
山
開
き

景品付き餅投げ

登山者らの安全を祈願する神事

テープカット

にぎわう店内

オープンした直売所


